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循環血液量の測定に Evans b1ue や放射性同位元素でラベルした赤血球などが用いられてきた。しかしながら、
Evans b1ue の発ガン性や放射性同位元素による被爆などが問題となるため、臨床における応用がいま一つ限られて










健常人7 人を対象に、腕静脈に留置したカテーテルより ICG (10mg) を30分間隔で 3--4 回繰り返し瞬時投与
し、その血中濃度時間推移を親指に装着してあるプロープ・センサーによりモニターした。 ICG の血中濃度時間
曲線を one-compartment model に当てはめ解析し、分布容積を含め種々の体内動態パラメータを算出した。健常
人における ICG の消失半減期、全身クリアランスならびに分布容積はそれぞれ3.28 :t 0.97min、 15.0 :t 0.93mL/





(10mg) を瞬時投与し、その血中濃度時間推移を10 分間モニターした。 20分間の安定期間を置いてから、 10mg
-172-
の ICG を静脈より瞬時投与すると同時に2.1mgjmin の速度で ICG を 10分間持続注入し、その血中濃度時間推移
を持続注入間および停止してから約10分間モニターした。瞬時投与および持続注入により得られた ICG 血中濃度
時間曲線のいずれも one-compartment model によく当てはまり、その分布が瞬時に平衡に達することが示された。
健常人と全身麻酔下の患者における ICG の動態パラメータには差が認められなかったことより、 ICG の体内動態
が麻酔に影響されないことが明らかとなった。さらに、瞬時投与および持続注入後の血中濃度時間曲線より求めた
ICG のセントラル分布容積と定常状態における分布容積との相関関係について検討したところ、両者に差がなく





















①循環血液量は少量の ICG を静脈内に瞬時投与することにより正確に見積もることが可能である ②ICG の消失半
減期が極めて短く体内での蓄積もほとんどないため、 30分間以上間隔を置くと循環血液量をベッドサイドで繰り返し
測定できる、従って、本研究で示された方法は臨床における循環動態パラメータのひとつである循環血液量をモニター
する簡便な手法として広く応用が期待できるo 循環血液量を non-mvaslve でかつベッドサイドで繰り返し測定でき
る方法の確立は画期的であり、学位の授与に値すると考えられる。
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